
自動化グループの小熊 正（おぐま ただし）と申します。

2020 年 か ら 本 格 的 に 稼 働 を 開 始 し た 自 動 化 施 工

「A4CSEL(クワッドアクセル)」の中で、主にブルドーザ

の自動運転を担当しています。ブルドーザは、ダンプで運

搬された堤体の材料となるCSGを均等且つ平滑に敷き均す

作業を行う重機です。この作業がうまくいかないと後に続

く他の自動化重機の運転が滞ってしまう為、とても重要な

役割を担っています。「KAJIMA DX LABO」に来られた

際には、是非ブルドーザの繊細かつダイナミックな『敷均

し』に注目して自動化施工をご覧頂けたらと思います。

成瀬ダム関係者は、単身赴任されている方が沢山おり、

私もその一人です。休日は、もっぱら現場のメンバーを集

めて年甲斐もなく趣味のバスケットボールをするのと、地

元の特産物を頂きながら楽しく過ごしています。

これからも『安全・高品質』な自動化施工を推進してい

きますので、ご支援ご協力の程よろしくお願いします。
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ご挨拶

［第1５号］

６月３日に秋田県の佐竹知事が視察に来られました。「KAJIMA DX LABO」でのAR体験やフィールドミュージアムからの見学を通じ
て当現場で導入されている最先端技術や巨大現場のダイナミックさをご体感いただき「想像以上に自動化施工が進んでいる、県の他の工事
でも参考にしたい」とコメントをいただきました。

6月１４日に左岸上段排水トンネル（左岸の地下水を低下させ、地山を安定させる）の安全祈願祭を執り行いました。無事故・無災害で
終えられるよう関係者一丸となり施工します。

6月中旬から、熱中症対策カーによる作業員へのポカリスエット配布を開始しました。例年同様に熱中症対策に取り組みます。

［熱中症対策カー（６月中旬～）]

オフコースの大間ジローさん

作詞・作曲の東成瀬村応援歌「なるせの源」を

流しながら場内の作業員に

ポカリスエットを配っています！！

［上段排水トンネル安全祈願祭(６月１１日)］

マスクをして、ソーシャルディスタンスをとり

コロナウイルス対策を行ったうえで

安全祈願祭を執り行いました。
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工事概要 今後の予定

工 事 名 成瀬ダム堤体打設工事(第1期)

発 注 者 国土交通省東北地方整備局成瀬ダム工事事務所

工事場所 秋田県雄勝郡東成瀬村椿川地内

水 系 1級河川 雄物川水系成瀬川

地 質 緑色凝灰岩・凝灰角礫岩・凝灰質泥岩

工 期 2018年5月9日～2022年12月9日

（1,675日、約55ヶ月）

ダムの目的 洪水調整（F）・流量機能維持（N）・農業用水の補給（A）

水道用水の供給（W）・発電（P）

8/2 安全大会・安全祈願・避難訓練

8/3 JV職長会合同パトロール（夜）

8/10 JV職長会合同パトロール（昼）

8/17 JV職長会合同パトロール（夜）

8/18 安全衛生委員会

8/25 災害防止協議会

8/26 鹿島東北支店パトロール

8/24 JV職長会合同パトロール（昼）

８月1日現在の人数 元請職員 ９６人

作業員数 ４６７人

合計 ５６３人

［発行元］

鹿島・前田・竹中土木JV 成瀬ダム堤体打設工事事務所

〒019-0803 東成瀬村椿川字立石３０－１

TEL：0182-23-5185

FAX：0182-23-5186 （担当：堀江）

工事に関してご不明な点がありましたら、お気軽にお電話ください。

WEBサイトはこちら

www.narusedam.jp
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ダムサイト全景（下流より）2021年7月撮影

右岸（施工状況）
2021年７月撮影

左岸（施工状況）
2021年７月撮影

次長（自動化Gr）

小熊 正（鹿島建設）

課長（調査設計Gr）

武藤 得志（鹿島建設）

A4CSEL(クワッドアクセル)による堤体のＣＳＧ打設が進んでいます

調査設計グループの武藤 得志（むとう とくし）と申し

ます。2019年8月に着任しました。出身は埼玉県で自宅は

福岡県です。担当はダム工事全般の工事用の図面の作成及

び数量算出、三次元モデル作成等です。

前の現場は福岡県のロックフィルダム（石や岩石を主材

料とするダム）の小石原川ダムでした。今までの現場は九

州のダム現場がほとんどで東北は初めてです。東成瀬村で

感じた事は、九州とは違う自然の豊かさです。春夏秋冬の

変化の豊かさと厳しさ、また、地域の方の日々の手入れが

自然環境を支え守っていると感じました。

昨年より渓流釣りを始め、毎週末釣りに行っており時々

地元の方と話す機会がありますが、皆さん暖かく接して頂

き感謝しています。毎年厳しい冬を乗り越えている地元の

人の強さ、温かさ、懐の深さを感じます。

今後も工事が続きますが、環境に最大限配慮し安全に進

めたいと思います。引き続きご協力よろしくお願いします。

［秋田県知事視察(６月３日)］

KAJIMA DX LABOにてコンシェルジュの案内で

鹿島が考える土木の未来やA4CSELの概要、

成瀬ダム工事について、佐竹知事にご体感いただきました。
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